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生活支援体制整備事業生活支援体制整備事業
超超高齢社会に突入する一方で、少子化も急速に進む現在…
いつまでも住み慣れた地域で自分らしく暮らすためには、どうすればよいのか？
趣味や特技を生かした活動やつどいの場を充実させて、笑顔があふれる地域、
お互いさまの思いやりと支え合いのしくみを地域の皆さんと一緒に考えていきます!!

⑥笠原・常光圏域

①吹上第1・第3・第4圏域

鴻巣市

③箕田・赤見台圏域

⑤鴻巣圏域

⑦馬室・松原圏域

④田間宮圏域

②吹上第2・
　第5圏域

例えば
、身近なところに“つどいの場”があると…

  役割が役割が
あることが、あることが、
いきがいに！！いきがいに！！

  会話をすると、会話をすると、
孤立防止と孤立防止と

悩みの解消に！！悩みの解消に！！

“元気な高齢者が支援を必要とする高齢者を支えるしくみづくり”

鴻巣市

地域資源の発掘や地域
課題の洗い出しを行い
地域性が重視される活
動になるよう支援しま
す。また、鴻巣市支え合
い推進会議と支え合い
協議体の意見を取りま
とめ、双方の架け橋をし
ます。

生活支援コーディネーター生活支援コーディネーター

“あ
ったらいいな”を現実に!!“あ
ったらいいな”を現実に!!

“支援を必要としていた高齢者も活躍できるしくみづくり”
関根 ⑤⑧支え合い推進員 山中 ①②支え合い推進員

多田 ③④支え合い推進員 新藤 ⑥⑦支え合い推進員

⑧屈巣・広田・
　共和圏域

髙橋 生活支援コーディネーター 

ー 市全域のことを考える場 ー
鴻巣市支え合い推進会議

ー より身近な地域のことを考える場 ー
支え合い協議体（8圏域）

支え合い協議体（8圏域）を
サポートしていく役割りの
“支え合い推進員”が各圏域
に配置されています!!



　令和元年11月22日（金）、「令和元年度 全国社会福祉大会」が都内メルパルクホールで開催
されました。
　この大会は、多年にわたり社会福祉の発展に功労のあった方々を表彰して、一層のご活
躍を期待するとともに、社会福祉の一層の充実をめざす機会として開催されたものです。

　令和元年11月28日（木）、「令和元年度 埼玉県社会福祉大会」が埼玉会館で開催されました。
　この大会は、埼玉県の社会福祉の発展に功績のあった方々を表彰するとともに、県内の社会福祉関係者が集い、社会福祉に関
する課題の解決に向けた決意を新たにし、福祉活動の更なる普及と充実を図ることを目的として開催されたものです。

＊酒巻喜久子
＊小室　馨一

全国
社会福祉協議会

会長表彰 社会福祉協議会・民間社会福祉団体等の役職員の現
職で、在職期間が役員15年以上の功績顕著なもの

社協、民間団体功労表彰

＊島嵜　朝則
＊鴻巣南小学校
＊ボーイスカウト鴻巣第3団
＊関東福祉専門学校
＊吹上太陽の家

知事表彰

令和元年度 埼玉県社会福祉大会 （順不同･敬称略）
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共同募金活動奉仕者
15年以上にわたり奉仕者として率先して活
動を行い、その功績が顕著なもの

＊あきざくら
＊ビューティーボランティアきらり

埼玉県
社会福祉大会

会長表彰
現に社会福祉事業のボランティア団体として８年以上に
わたり、率先して活動を行い、その功績が顕著なもの

ボランティア（団体）

令和元年度 全国社会福祉大会 （順不同･敬称略）

あきざくら ビューティーボランティアきらり
市内の高齢者施設２箇所を訪問し、利用者のお話し相手
をしています。会話はもちろん、表情や様子から見られ
る体調の変化にも気をつけています。

メイク、マニキュア、ハンドマッサージを通じて、交流
訪問活動をしています。メイク後の輝いた表情を見るた
びに、こちらも元気をもらっています。
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 鴻巣市社会福祉協議会ボランティアセンターでは、福祉教育の講師派遣のコーディネートを行っています。
 福祉教育とは、「ともに生きる力」を育むことを目的に、「一人ひとりの違いを認識し、お互いを尊重する」ことを学ぶ
取り組みです。鴻巣市では地域の様々な方が、主に市内の小中学校でボランティア講師として活躍しています。今回は福
祉教育の取り組みの一部をご紹介します。

体験では障がいのある方から直接日常生活等のお話を聞く場面もあり、生の学びに繋がっています。
真剣に耳を傾け、新たな気づきをする生徒の姿が印象的でした。

●アイマスクを付けたら、本当に何も見えなくて驚いた。駅などで障がい者の方に出会っ
たら手助けをしたい。

●今までは手話に関わることがほとんどなく、知らないことも沢山あったが、自分から
関わることが大切と思った。

●視覚障がいの方を見かけた時に、「（信号が）青になりましたよ」と声をかけることが出
来なかった。自分にとっては難しいことだけど、声をかける勇気を持ちたいと思った。

●周りのボランティアの方たちに優しく教えていただきました。自分で打った点字を読
んでもらえて嬉しかった。

 吹上小学校の４年生は、教科の中で点字について学習したことをきっかけに総合学習の一環として、ハーネスクラブ
（代表加藤順子さん）のメンバーである視覚障がい者の小池さんをお迎えして講話を行いました。
 小池さんからは、生い立ちや目が見えない日常の生活の様子や、盲導犬を迎えて以降の生活の変化等について、お話
しがありました。また、ユニバーサルデザインの商品の紹介では、障がい者だけではなく高齢者等にもやさしいデザイ
ンであることを学びました。
 小池さんの日々の暮らし振りや盲導犬と歩く姿に、生徒のみなさんから「へえー！」と驚きや感心する場面が多くあ
りました。その「生の関心」を大切に、障がいが特別なことではないこと、身近なこととして感じることができました。

【選択体験】手話体験、点字体験、アイマスク＆ガイドヘルプ体験
【共通体験】認知症サポーター養成講座

「ともに生きる力」を次世代へ「ともに生きる力」を次世代へ
～学校で取り組む福祉教育～

感想の一部をご紹介します

令和元年1２月３日　鴻巣中学校３年生1

令和元年1２月5日　吹上小学校4年生2

質疑応答の一部をご紹介します

生  徒：盲導犬とはどうやって知り合いましたか？

小池さん：東日本大震災の頃は、白杖を使っての移動でした。子どもの学校へのお
迎えなど危険を伴うことが増えたことがきっかけで、盲導犬協会へ申し
込み、訓練センターで約１ケ月間の訓練を盲導犬と積み、その後、自宅
に迎え入れ生活を始めました。

生  徒：盲導犬が引退したら、また、新しい盲導犬は持てますか？

小池さん：上記と同じような流れになりますが、持てます。

生  徒：眠っている時に夢はみますか？カラーですか？

小池さん：起きている時に見えている状態と同じような感じのぼんやりとした映像で夢を見ます。

ボランティアセンターコーナー
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〜社協へのご厚意ありがとうございました〜 令和元年10月21日~令和元年12月20日
（順不同 敬称略）

宮地町内会	 33,500円
鴻巣敬神会露商組合	 20,000円
雷電町町内会	 6,705円
中央住宅消毒	 20,000円
ほくさい農業協同組合川里中央支店（かわさとフェスティバル売上金）	 26,300円
箕田地区ボランティアささりんどう	 31,200円
鴻巣市ウォーキングクラブ	 23,571円
全国友の会	鴻巣支部	 5,000円

≪あしたば第一作業所へ≫
田口肉店	 14,611円
テイクアウト中華たぐち	 2,460円
篠塚眞治	 3,457円
ロイヤル観光㈱	 10,000円
鴻巣ライオンズクラブ	 10,000円
≪あしたば第二作業所へ≫
子育てサロンほっとたいむ	 3,000円

と　き：令和２年２月 15 日（土）12：00 ～ 14：00
ところ：鴻巣市あしたば第二作業所（鴻巣市原馬室 3116-2）
内　容：作業所の紹介、自主製品の販売、模擬店、バザー、ゲーム、体験コーナー など
問合せ：鴻巣市あしたば第二作業所 TEL/FAX	048–543–3225

第22回　鴻巣市あしたば第二作業所　『春風祭』
 鴻巣市あしたば第二作業所では、日頃の感謝の気持ちを込めて、恒例の「春風祭」
を開催いたします。皆さまのご来場を心よりお待ちしています。

当日、この社協だよりをお持ちいただいた方は、ステキな景品があたる抽選に参加いただけます。
※数に限りがありますので、無くなり次第終了となります。

１時間から始められる地域活動

「思いやりの輪」「思いやりの輪」鴻巣市地域支え合い事業

資格は必要ありません。皆さんの経験と知識で活動できます!!
活動内容  食事の支度、掃除、洗濯、衣類のつくろい、通院や散歩の付き添い、代筆や代読、話し相手など。
活動時間  月曜日～金曜日　9：00～17：00　※事前に活動日と時間を調整するため、急な活動はありません。

※土・日・祝日、年末年始休み。
活 動 費  １時間の活動で700円・30分の活動で350円を月末に地域商品券でお渡しします。
問 合 せ  地域福祉課　TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102

協力会員
大募集

 日常生活を送る上で、援助が必要な方（高齢の方、障がいがある方、産前産後の方など）が家事などで
困ったことをお手伝いをする“住民同士の支え合い活動”です。

応募／電話連絡の上、履歴書（写真添付）を社会福祉協議会へ提出してください。（郵送可）	後日面談をさせていただきます。
待遇／交通費支給、勤務時間により社会保険・雇用保険の加入があります。
勤務時間等／勤務日、勤務時間等については相談に応じます。詳細は面談で調整させていただきます。
採用予定日／令和2年4月1日
問合せ／鴻巣市社会福祉協議会総務課
      （鴻巣市箕田4211-1	総合福祉センター内 TEL	048-597-2100 FAX	048-597-2102）

社会福祉協議会では一緒に働く仲間を募集しています。ご応募をお待ちしています。

社会福祉協議会スタッフ（準職員）募集！

業務内容等 募集人数 勤務時間 時給
一般事務 受付・相談・経理業務等 ₂名 週30時間未満 ₉：00～16：00 930円

通所介護 デイサービスにおける介護サービス（おれんじはうす）
看護師1名 週１日 ₈：30～17：15 1,420円

₃名 週20時間未満 ₈：30～17：15 960円

障がい施設 利用者の介護・作業補助・生活指導等
（あしたば第一・あしたば第二・太陽の家・ポプラ館の4か所）

看護師1名 週₃日 ₉：30～15：45 1,420円
₃名 週40時間未満 ₈：30～17：15 960円

高齢者福祉センター 受付・施設管理等（白雲荘・コスモスの家・ひまわり荘の3か所） ₃名 週20時間未満 ₈：30～17：00 930円
放課後児童クラブ 下校後の小学生の生活指導等（広田・共和の2か所） ₂名 週20時間未満 13：00～19：00 940円
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